
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
度
生 

一
般
入
学
試
験
（
前
期
） 

国
語
総
合 

 
 

 

  

※ 

答
え
は
す
べ
て
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。  

 

 

問
題
Ⅰ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

 

現
代
日
本
語
で
も
、｢

気
が
利
く｣｢
気
を
利
か
す｣｢

気
が
付
く｣｢

気
を
兼
ね
る｣｢

気
を
配
る｣｢

気
働
き
が
あ
る｣

「
気
配
り
を
す
る
」

な
ど
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
推１

し
量
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
ほ
め
る
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
と
ら
え
る
と
い
う
思
考
様
式
は
、
人
を
指
す
呼
び
名
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

迷
子
に
な
っ
た
男
の
子
に
大
人
が
話
し
か
け
る
時
は
、「（ 

ア 

）、
誰
と
来
た
の
？
」
な
ど
と
、
そ
の
子
自
身
に
な
っ
て
、
一
人
称
代

名
詞
「（ 

ア 

）」
で
呼
び
か
け
ま
す
。
英
語
だ
っ
た
ら
、
二
人
称
代
名
詞
「（ 

イ 

）」
で
す
。
日
本
人
は
、
相
手
に
自
分
を
同
化

す
る
傾
向
が
顕
著

２

な
の
で
す
。 

い
や
、
相
手
が
人
間
で
な
く
て
、
物
で
あ
る
時
に
も
、
日
本
人
は
そ
の
対
象
物
に
自
分
を 

① 

し
ま
す
。
た
と
え
ば
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
を
受
賞
し
た
（ 

 

Ａ 
 

）
の
文
章
に
は
、
そ
う
し
た
日
本
人
の
思
考
様
式
を
ゾ
ン
ブ
ン

３

に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
名
文
が
あ
り

ま
す
。 

彼
の
作
品
『（ 

 

Ｂ 
 

）』
の
冒
頭
文
は
、「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。」 

日
本
人
な
ら
、
何
の
イ
ワ
カ
ン

４

も
な
く
す
ら
り
と
読
め
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ト
タ
ン

５

に
眼
前
に
広
が
る
白
一
色
の
雪
景
色
が
見
え

て
き
ま
す
。
で
も
、
常
に
（ 

ウ 

）
を
明
確
に
す
る
英
語
で
は
、
理
解
さ
れ
に
く
い
文
で
す
。
な
に
し
ろ
、（ 

ウ 

）
が
現
れ
て
い

な
い
の
で
す
か
ら
。 

で
す
か
ら
、
名
翻
訳
家
の
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
さ
ん
は
、
こ
う
英
訳
し
て
い
ま
す
。「The 

train 
came 

out 
of 

the 
long 

tunnel into the snow country.

」。
こ
の
英
文
を
逆
に
日
本
語
に
し
て
み
る
と
、「
汽
車
は
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
雪
国
に
出
た
。」

で
す
。
日
本
語
で
は
消
え
て
い
た
「
汽
車
」
と
い
う
（ 

ウ 

）
が
全
面
に
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。 

日
本
人
か
ら
す
る
と
、
自
分
を
汽
車
に 

① 

さ
せ
た
、
極
め
て

Ａ

日
本
的
な
表
現
な
の
で
す
。 

 

（ 

山
口
仲
美 

『
日
本
語
が
消
滅
す
る
』 

） 

 
 

問
一 

傍
線
部
１
～
５
の
漢
字
に
は
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

問
二 

（ 

ア 

）
～
（ 

ウ 

）
に
適
語
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

問
三 

 

① 

に
入
る
適
語
を
、
本
文
中
か
ら
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
四 

（ 
 

Ａ 
 

）
に
入
る
人
名
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

ア 

三
島
由
紀
夫 

 
 

イ 

芥
川
龍
之
介 

 
 

ウ 

川
端
康
成 

 
 

エ 

夏
目
漱
石 

問
五 

（
１
）（ 

 

Ｂ 
 

）
に
入
る
作
品
名
を
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

（
２
）
ま
た
、
同
じ
作
者
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア 

『
こ
こ
ろ
』 

 
 

イ 

『
羅
生
門
』 

 
 

ウ 

『
高
瀬
舟
』 

 
 

エ 

『
伊
豆
の
踊
子
』 

 

問
六 

傍
線
部
Ａ
「
極
め
て
日
本
的
な
表
現
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
表
現
の
こ
と
を
指
す
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
裏
面
に
続
く
〉 

受
験
番
号 

 

氏 

名 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
問
七 

傍
線
部
Ａ
「
極
め
て
日
本
的
な
表
現
」
に
当
て
は
ま
る
表
現
は
、
次
の
中
の
ど
れ
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 

ア 

「
昨
日
、
体
が
疲
れ
て
い
た
の
に
、
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ
た
。」 

 
 
 
 
 

イ 
「
昨
日
、
パ
パ
が
買
っ
て
き
た
お
菓
子
は
、
お
い
し
か
っ
た
？
」 

 
 
 
 
 

ウ 
「
昨
日
、
先
生
が
宿
題
に
し
た
問
題
は
、
と
て
も
難
し
か
っ
た
。」 

 

問
題
Ⅱ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

雨
の
多
い
ロ
ン
ド
ン
で
も
、
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
雨
傘
を
差
す
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
雨
の
日
に
傘
を
差
し
て
町
を
歩
き 

顰
蹙

ひ
ん
し
ゅ
く

を
買
っ
た
頑
固
者

１

の
姿
が
、『
ジ
ョ
ナ
ス
の
か
さ
』
と
い
う
絵
本
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。 

雨
天
に
傘―

―

。
ご
く
自
然
な
光
景
に
思
え
る
が
、
傘
は
当
時
あ
く
ま
で
日
よ
け
の
道
具
だ
っ
た
。
古
く
は
支
配
者
の
威
を
高
め
、

近
世
以
降
は
女
性
の
装
飾
具
と
し
て
使
わ
れ
た
。
男
性
で
あ
り
な
が
ら
雨
具
と
し
て
傘
を
使
っ
た
実
業
家
ジＡ

ョ
ナ
ス
・
ハ
ン
ウ
ェ
イ
は

嘲
笑
を
浴
び
る
。
め
げ
ず
に
三
〇
年
間
差
し
続
け
、
習
慣
を
広
め
た
と
い
う
。 

い
ま
ロ
ン
ド
ン
の
傘
事
情
は
ど
う
か
。
つ
て
を
た
ど
り
、
在
住
二
四
年
と
い
う
日
本
人
女
性
を
尋
ね
て
み
た
。「
ロ
ン
ド
ン
っ
子
は

驚
く
ほ
ど
傘
を
差
し
ま
せ
ん
。
レ
イ

Ｂ

ン
コ
ー
ト
派
が
多
く
、
土
砂
降
り
で
も
傘
な
し
で
歩
き
ま
す
」。 

ロ
ン
ド
ン
市
民
に
と
っ
て
傘
は
面
倒
な
も
の
。
横
や
下
か
ら
霧
雨

２

が
忍
び
込
み
、
傘
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
。「
一
日
の
う
ち
に 

① 
 

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
天
気
が
移
ろ
い
や
す
く
、
降
っ
て
も
す
ぐ
乾
く
と
い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。 

近
年
の
国
際
調
査
に
よ
る
と
、
一
人
当
た
り
の
傘
ホ
ユ
ウ

３

数
は
日
本
が3,3

本
。1,9
本
の
英
国
な
ど
を
抑
え
、
堂
々
た
る
世
界
一

だ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
わ
が
家
の
傘
立
て
か
ら
は
ビ
ニ
ー
ル
製
や
折
り
畳
み
式
が
次
々
と
出
て
く
る
。「
い
つ
こ
ん
な
に
？
」
と
あ
き
れ

て
し
ま
う
。 

先
週
早
々
と
雨
の
季
節
に
入
っ
た
関
東
甲
信
に
続
き
、
き
の
う
は
九
州
も
ツ
ユ

４

入
り
し
た
。
当
た

Ｃ

り
前
す
ぎ
て
気
に
も
と
め
な
か
っ

た
傘
に
も
、
長
き
に
わ
た
る
歴
史
あ
り
。
二
七
〇
年
も
前
の
ジ
ョ
ナ
ス
の
フ
ン
ト
ウ

５

に
敬
意
を
表
し
、
さ
あ
傘
を
手
に
出
か
け
よ
う
か
。 

（ 

『
天
声
人
語
』 

二
〇
二
二
年
六
月
十
二
日 
） 

 

問
一 

傍
線
部
１
～
５
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
漢
字
に
は
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
Ａ
「
ジ
ョ
ナ
ス
・
ハ
ン
ウ
ェ
イ
は
嘲
笑
を
浴
び
る
」
と
あ
る
が
、
ジ
ョ
ナ
ス
が
嘲
笑
を
浴
び
た
理
由
は
次
の
よ
う
に

説
明
で
き
る
。（ 

 

ア 
 

）（ 
 

イ 
 

）
に
入
る
適
語
を
、
本
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 

（ 
 

ア 
 

）
で
あ
っ
た
傘
を
、（ 
 

イ 
 

）
で
あ
る
ジ
ョ
ナ
ス
が
使
い
続
け
た
か
ら
。 

問
三 

傍
線
部
Ｂ
「
レ
イ
ン
コ
ー
ト
派
が
多
く
」
と
あ
る
が
、「
レ
イ
ン
コ
ー
ト
派
が
多
」
い
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。 

問
四 

 

① 

に
入
る
適
語
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア 

何
度
も
夜 

 
 

イ 

夏
と
冬 

 
 

ウ 

昼
と
夜 

 
 

エ 

四
季 

問
五 

傍
線
部
Ｃ
「
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
傘
に
も
、
長
き
に
わ
た
る
歴
史
あ
り
。」
に
つ
い
て
、
次
の
各
問
に
答

え
な
さ
い
。 

 
 

（
１
）「
当
た
り
前
」
と
は
何
か
。
そ
れ
を
端
的
に
述
べ
た
箇
所
を
、
本
文
よ
り
五
文
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 
 

（
２
）「
長
き
に
わ
た
る
歴
史
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
か
ら
読
み
取
れ
る
「
歴
史
」
を
、
古
い
順
に
箇
条
書
き
で
簡
潔
に
ま
と
め

な
さ
い
。 


